
令和 6 年度の共同プロジェクトにおける研究活動 実績報告書 

「少子化時代の「希望の妊娠」実現プロジェクト 

―スリランカー日本の プレコン（妊娠前の健康促進）実態の比較研究から」― 

 

大学生でも知らないことが多い「結婚」「妊娠」

「子育て」。「妊娠」は、男女がもつ異なる身体

機能（生殖機能）がうまく発揮されることで奇

跡的に成立します。統計では、人工妊娠中絶率

が最も高いのは就職後間もない 20歳代です（厚

生労働省）。その年代は計画外の妊娠が多く、身

体的にも心理面にも負担を負い健康を損なう

リスクを抱えていることといえます。「性」を介

した感染症「HPV 感染症」には、女性ばかりではなく男性の「がん」のリスクです。男女が

正しい知識に基づいて予防できることが、いつか妊娠を希望したときにそれを叶える、大事な

ケアです。WHO が主導する「主体的なプレコン（プレコンセプションケア Preconception care、

妊娠を希望する前の避妊を含む健康促進ケア）」として、本研究では「「希望の妊娠」を実現で

きる」ために「HPV 感染症」をうつさない／うつらないことに注目して、日本と同じく予防

のためのワクチン接種のシステムが十分に浸透していないスリランカの実態を明らかにする

調査を、スリランカペラデニア大学と共同研究として行いました（2025 年最終年度）。 

対象者：学生から社会人への移行期にある 20 歳代男女（各約 500 名）。 

ウェブ調査の調査実施期間：2023 年 11 月〜2024 年 11 月 

調査内容：HPV 感染症に対する知識、感染予防行動（ワクチン接種、コンドーム使用）他 

研究成果 

スリランカにおける青年期男女への性を含むプレコ

ンに関する初めての実態調査になりました。結果は、

20 歳代の男女とも全体として、HPV 感染症に対する

十分な正しい知識を持っていないことと、ワクチンの

接種歴も接種意向も多くない実態が浮かび上がりま

した。 

スリランカでは妊娠―避妊に対応する日本では使用

されていない女性ホルモン剤等が使用されコンドー

ム使用率は低く、生涯にわたる健康促進としても

HPV 感染症予防の強化が重要であり、そのためには「男女の両者」が「十分な知識を持つ」

という 2 点があげられ成果発表を進めました。 

＜成果発表＞ 

The 27th East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS、香港、2024 年 3 月） 



第 2 回新潟母性看護学助産学遺伝看護学研究会（新潟、2024 年 11 月） 

The 28th East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS、韓国)、2025 年 2 月）ほか 

 


